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第３章 総合交通戦略の目標 

3-1 目標設定の考え方 

本章では、前述の「第１章 本町の現状と課題」、「第２章 本町の目指す将来像」から導き出され

る「総合交通戦略」の「目標」「基本方向」を設定します。 

具体時には、「本町の目指す将来像」実現のため、交通面で何をすべきかを「交通施策面の「課題

（ポイント）」を照らし合わせて設定するものとします。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○本町の目指す将来像 
■将来都市像 

「にぎわい やすらぎ うるおいのまち かわにし」 

■将来都市構造 

２種類のエリア区分、５種類（９箇所）の拠点、及び

「広域都市軸」「地域生活軸」を構築 

○交通施策面の課題（ポイント） 
・少子高齢化、環境負荷軽減に対する課題 

・結崎駅及び駅周辺地区での課題 

・産業振興面での課題 

・コミュニティバスの維持、利用促進面での課題  等 

○「本町の目指す将来像」実現のため、交通面で何を目標とすべきか

を「交通施策面の課題（ポイント）」と照らし合わせて検討 

総合交通戦略の目標と基本方針の設定 

「1-11 交通施策面の「課題（ポイント）」のまとめ」より 「2-2 本町の目指す将来像」より 

 

 

【コミバスの維持・利用促進面での課題】 

・高齢化社会に向けて、路線の維持は必要不可欠。 

・一層の利用者増を図るためには、「質」の向上が重要。 

【産業振興面での課題】 

・企業活動に資する道路ネットワー

クの推進が重要。 

【町全域の課題】 
【少子高齢化、環境負荷軽減に対する課題】 

・現況、「自動車」への依存が高いことを認識。 

・自動車需要に即した対応をする一方で、環境負荷の少ない公共交

通（電車・バス）、「徒歩・自転車」への転換を推進。 

・バリアフリーの推進。 

【その他】 

・町道の歩道整備、バリアフリー化、幅員狭小部の解消等の整備推

進。 

・場所や時間を問わず、安心して移動ができる環境づくり。 

・個性ある観光ネットワーク形成が可能。 

・「近隣市町村」や「大阪府」等、広域交通需要にも考慮。 

結崎駅に徒歩・自転

車で利用する圏域 

送迎パス 

【産業振興面での課題】 

・企業の送迎バス利用に即した、駅

前広場等の整備が必要。 

交通施策面の「課題（ポイント）」 

高齢者比率が

高くコミバス

需要が比較的

多い 

高齢者比率が

高くコミバス

需要が比較的

多い 

【結崎駅及び駅周辺地区での課題】 

・町の玄関口としてふさわしい駅及び周辺整備が必要。 

・駅への自動車による送迎（K&R）の対応が必要 

・駅東側からのアクセス向上など、利便性向上により賑わいを創出。 

・「結崎駅」周辺地区と公共サービス施設が立地する「町役場」周

辺への「行きやすさ」「利用しやすさの向上。 

・結崎駅周辺地区では「徒歩」「自転車」需要への利便性向上と安

全確保が必要。 

・結崎駅アクセスでは地域特性（駅までの距離）に応じた効果的な

施策の展開。 
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3-2 総合交通戦略の目標と基本方針 

前述の考え方から、「総合交通戦略」の「目標」と「基本方針」を下記のように設定します。また、

将来像との関連イメージを次ページに示します。 

ここに示す「目標」と「基本方針」は、後述の「施策・事業」の柱となるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「総合交通戦略」の「目標」と「基本方針」 

目標 基本方針 

目標 1 
誰もが移動しやすい 

交通ネットワークの形成 

1-1 
歩いて楽しむ交流拠点（にぎわい交流拠点、教育交流

拠点）づくり 

1-2 公共交通ネットワークの維持と利用促進 

目標 2 
賑わい・産業振興をもたらす

交通基盤の構築 

2-1 町の玄関口にふさわしい結崎駅及び駅周辺の整備 

2-2 産業振興に資する交通基盤の形成 

2-3 観光資源を活かす交通基盤の形成 

目標 3 
住民との協働による 

施策の推進 
3-1 住民と進める公共交通利用促進 

 

 

誰もが移動しやすい

交通ネットワークの形成

賑わい・産業振興

をもたらす

交通基盤の構築

住民との協働による

施策の推進
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コミュニティバスルート 

目指す「将来像」をベースに、総合交通戦略

の展開イメージを重ねて作成。 

「将来像」と「目標」及び「基本方針」の関連（イメージ） 

1-1 歩いて楽しむ交流拠点（にぎ

わい交流拠点、教育交流拠

点）づくり 

2-2 産業振興に資する交通基盤の形成 

2-3 観光資源を活かす交通基盤の形成 

3-1 住民と進める公共交通利用促進 

総合交通戦略の目標 

目標 1 誰もが移動しやすい交通ネットワークの形成 

目標 2 賑わい・産業振興をもたらす交通基盤の構築 

目標 3 住民との協働による施策の推進 

2-3観光資源を活かす交通基盤の形成 

2-2 産業振興に資する交通基盤の形成 

2-1 町の玄関口にふさわしい結崎駅

及び駅周辺の整備 

1-2 公共交通ネットワークの

維持と利用促進 


